
実践報告

試験併1也の?芋案を活川Lた1島働的なライティング学習「友だちの炎現に学ぼう!~ヲイティング 1.手も、ド手も鏡かな~」

試'験問題の答案を活用した恊働的なライティング学習
「友だちの表現に学ぽう!~ライティング上手も下手も鏡かな~」

A Rep0此 on colaborative writing study

Using the students' Answer sheets of Tel'mexamlnation

~ Let'S Learn 丘oln Your schoolmates' English Expression !

英語科西平美保

要

本稿は、同年代の生徒の試験問睡の不完全な答案を腰材として、生徒が想像力を働かせて読み、 EI

本語での思考・半Ⅲ折を重ね、よりょい英語兇U免を生み出すという一速のプロセスをグループで行い、

最後にそれを発表するという恊働的な学習の実践報告である。

読む.脊K にフ寸ーカスされているが、正しい文章が与えられる通常のりーディングとも、矧分の

自山意志で沓くライティングとも異なり、相手の意図を毓みとり、相手の野いたものに判*姦やりメイ

クをほどこすことで、自分の英語表現力を振り返り、更なる豊かな表現を学ぶことを目的としている。

本実践では、11辱間の協勧的な学習を効果的に行うために、いくっかの工夫を試みている。第一に、

生徒が非常に耳皆朱を持っであろうと予測して、同年代の生徒の書いた定揺老査の由由英作文の解答を

選んだ。第二に、英語の力の個人差の輯減と発表に至るまでの全員の達成感を目豹として、課題の分

業化と選択の自出を取り入れた。第三に、探究的な学習にするために、課題の 1つに沓き手の意図を

読み取るという想像力を働かせる段階を取り入れた。また、迎鰯冬的な表現は英語で行うこととして、

途中経過の思老・判断は日本語でよしとした。そして第四に、発表時の可視化を心がけっつも、禽倒

な手続きの不要な、赤字添削とプロジェクター投影という問便な方法を用いた。

実践してみて、授業者の予懇、を越えて生徒は興味・1郷春を示してくれた。年断抽英語の習得段階も

異なる教員による添削指導よりも、同年代のしかも向分たちと同レベルにいる生徒の批評やアイディ

アの方が、はるかに効釆的なのだと分かった実践だった。
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本実践のアイディアは、拶、下の3つの動機と1つの契機が偶然一致して生まれたものである。

1,探究的な学習を試みたかった。【動機 1】

通常、英語の授業では習得・活用に埀きが識かれ、探究的な学習は難しいと考えられることが多し 、
0

ネイティブでない限りその言語で思ぢすることはかな鵬鞭しいからである。初級段階の中学生ならな

おのことである。しかしここで、発表する'イ乍遍f'は英語であ0てもそれに至る思老・半N折の過程を

日本語で行えぱよい、と割り切ってしまえぱいくらでも探窕的な学習が可能である。思考・判断の過

程や協働的な学習の過程での日本語の使用は、英語の表現力の伸長を妨げないぱかりか、むしろより

豊かな表現力を育む、と考えた。

2.協働的な学習の弱点を補う授業を試みたかった。【動機2】

本実践の動機

旨
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学習においては、価1人で学ぶ意義も確かにあるが、一方で人と学び合うことの意義も大きい。学校

という、生1走が時間と空問を共有できる場では、"学び合い"をノ、れ込んだ授業を行わないのは勿体

ないのである。一方、英語は分野教科ではないので、鞍み上げられた学力の差が最も出やすぃ教科で

ある。英語が非常に苦手な生徒と例えぱ英語圈帰国生の英語力の差は、他の教科の比ではない。そん

な中で、タスク活動やプロジェクト活動などの材訂動的な学習を行うと、グループメンバーの構成次第

では、英語力のある生徒が取り仕切ってしまって他の生徒が何もしないで済む、あるいは苦手な生徒

ぱかりが染まると金く仕事が進まない、ということが度々起こる。生徒のレベルを考えて意図的にグ

ループを組めぱ冏迦は仰N夬するが、それを悟られてしまうと教育上良くないので、通常の座席のまま

に矧んだグループであっても、苦千な生徒も弔kなな生徒も学ぴ合えるようにしたい、というのが動機
の 2つ圃だった。

3、長年とり溜めた試験問題の答案コビーの活用方法を考えたかった。【動機3】

本校では英語科のどの教員の定期考査(および3年生の学カテスト)の市噺灸問題にも、必ず「テー

マ付き自由英作文」を課すことにしている。100点満点中約 10点分で、多くの場合既習文法事項を

踏まえたテーマで沓め、せている。学年に応じて20 ~ 30 wm・dS以上というのが定番である。テストは

50分間なので、ほとんどの生徒は約5分ほどで必死で沓き上げていると思われる。かっては(筆者

に時開があったころは)、出来の良い解答例を 20 ほど(各クラス 5 人程度)縮小コビーしてn'り付け

て印刷し、全員に配布していた。モデルとなる解答を読むのは生徒にとって剌激になってぃたようで

ある。本校には帰国子女教育学級があることもあって、例えぱ英i削劉河抵1生の霄いたものなどは貴重

な資料だった。しかしここ 10年ほどは、答案の生徒へのフィードバックは打'わないままだった。そ

うでありながらも、自由英作文の符案のコピーは、返却後の答案の改ざん等の不正行為防止という鳳

的を果たしたあとも、何かに使えると'獣っていたので捨てずに取っておいた。今回、コピーの活用方

法として、発想を変えて「不完全な答案の活汗U を恩い立ったことが動機の 1つである。

4.本校全体の研究テーマとの一致~可視化~【契機1}

授業を実施したのは文部科学省荷究開発学校指定の1年目だったこともあり、公開研究会全体の

テーマが「思考・判断・表現の力を育てる授業づくり」であり、噛Hこ探究的な思考の"可視化"を意

滋した授業を行うことが命遡となっていた。英語の発表学習はに唖亘のみであることも多いが、この「目

に見える形で」というある種の制約が、前述 1~ 3の則升幾を 1つにまとめる契機とな。た。

常々考えていた 1~3ではあったが、学校全体の研究に絡んだ4と相まって、ふと、一石四鳥な本

突銭アイディアが浮かんだわけである。

1.生徒側の目標

同年代の生徒が書いた不完全な自由英作文を読んで、由分なりに解釈や訂街叢を試みたあと、グルー

プで知恵を出し合ってより良い作品にして、それを発表する、というこの授業の生徒側の伺標は以下

の通りである。また、後述の生徒の恂己評価項目もこれに対応してぃる。

相手の表現したいことを推し量る。相手の表現の長所短所を理解できる。

相手の表呪はそのままに、より伝わるようにするために1調改できる。

Ⅱ 授業の目的
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①
②



③相手の表呪したいことを活かしつつ

市W剣扮題の?乎粲をi舌排した悩井幼的なライティング学習「友だちの喪現に学ぽう!~ライティング_}.二予も下丁・も

コミュニケーションにおいては、虐分の星翠見したいことを聖N見する一方で、相手の呈U見を塁Ⅲ郷する

ことが欠かせない。コミュニケーション能力というと、とかく発信が耶才見されがちだが、敢えて"柑

乎は何を言いたいのだろうか"ということを祁乎11H製で考えることを、生徒の譜U逗の第 1とした。

次に、扣手の意馴がよりょく伝わるようにするためには、この割""よ活かした力がよい、この部分

は改めた方がよいと、加除訂正を加えることを課題の第2とした。さらに、それだけでなく、 1備改者

なりのオリジナリティも加えた塾U児を提案できることを築3 の課題とした。

2.教師側の目的

外国需を通じて誓太希司ξ者捌、外の人とやりとりするとき、双方が刈■}1な語学力を村し0てスムーズにコ

ミュニケーションが図れることは所である。こちらの表現力が拙いときは相乎に助けてもらわなけれ

ぱならず、相手の表現力力司出いときは内分が助けてあげる場面に出くわすことが多い。不完余な虞由

英作文を題材にすることで、例えぱ11冗薪吾で上手く塁蔀琵できない外国人を粗手にしたときに日本語の

達者な者としてどう接すれぱよいか、というところまで発展させて考えられるようになってほしいと

思ってぃる。相手の意図を頬推したり、適切な判断を下したり、惚他の立場を慣きかえてみたりする

ことで、以方がMn、winで学び合おうとする姿勢を持つことが、 2卜世紀到の能力の育成には必要だ

とぢえるからである。生徒側の目標①にはこの駆iいが込められている。

また、生徒が目標①~③を、協働的な学習の形をとる中で達成でき、どの生徒も、思ぢ,判断'表

現の各段階を経験でき、最終的に白分の轡K力に関して良い影粋があった、何かを学んだ、と思える

授業づくりをすることがもう1つの目的である。

自分なりに工夫した表現を提案できる

鏡かな~」

1.準備等

(1)対象生徒 3年生4 クラス(3年松都、蘭釧、梅組各訟名、菊矧器名)

(2)使用機材、教具等

ワークシート(将人)、添削用シートと赤サインペン(各班)、実物投影機、天井プロジェケタ

(3)実施時甥と使用救材※①~④ばワークシート番号

1 同 EI

Ⅲ

2圃n

授業の内容

2014 午 9 上1 26 H

尖施時則

3回Π

2014 午 10 j1 17 H

4 回刷

2014 圷J0月27 Π

①

2014イFI01128 n

] o f] 31日

卒業生の3年"寺の等案

(後期朔太テスト)

使 JI・j 教材

② 挙業生の2イ1司寺の答賢

(繭即1期太テスト)

③

④

現3午生の3イ郡了の芥熊

輪彬引期太テスト)

「小学1交生活で・・・・番阿ザ矧こ残0ていること」

甥山英作文のテーマ

ルk徒祭の、1■、い1_"j

「訪なたができる社会貞1欲」
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<ワークシート①で使用した、隠述った文章>

① I was in the ele111entaly scho01,1 made a lot of memories. we went to Nikko. W'hen l

talked with 介ieれds. Then an old fi'iend of 111ine fe11into the fa11 because his bad company
Pushed hi1丁10n pulpose. He sentto the hospital.1 Was sorry fⅨ' hiln.

② lheard a newS 介om my mother. when l was b01111 Was dying. My moth引・too. S0 1
th血k that l was happy. Because 仙引'e is lny life.1 Wantto have a big future whicl〕
made my moth引' happy.

③ Sil〕ce 11νe passed the test of l.C'U.1'1n goin耳 to go there.1te11 you some reasons why.
First t11伽'e are lnany people like nw and that n〕alくes me relax. second is tl〕at l can learn
more En31isl〕 in oth引'to catch up t0111y 由'ealn.

④ l have born 血 Sumida,入Nhen l am one years old,1 have been to Honthouras.
Honthouras is speakin菖 in spanish. H以'e is very hot evelyday. But,110ve you here,

<ワークシート②で使用した、開述った文章>

① lt is Danba11 C011ecting. Those were heavy and h田'd. But ltalked a lot of sweets with
my fri引lds, so l was a lot ofnln. And cleaks W引'e ve1γ kind fou us.

② I waS 飢ΠPTised to see drive trains at school Festival.1teached for students and
Cust01ηers to drives train. But, girl stLldents W引'e bad so good drive trains. Because,
t1祀y weren't safety drivers.

③ l have played t11e bass on the stage in school Festival. 1 have a band. Band groupls
name is light and sl〕adow.1 have ever to faれ,1 r引nelnb磁、1ast school Festiva.

④ I was tired ve1ツ much in school Festival. Because,1 had to bring with many Beniya.
It is vory difacult and heavy. But l enjoyed school Festival. SO,1 WiⅡ Want to d0 北.

注)第1~2回同では4つの課題文章では時鵬が足りなくなったので、第3~4圓目では30に減らした。

<ワークシート③で使用した、尚述った文章>

① l believe don'tto be war. so lsave a peace 靴'ound the world. and l make slnile to
eV引yone. so l have been to [宅m各].1tis stupit. butl can believe it

② lteach japanese for children.11ike to stady JaP田Wse, B{1t Japanese is ve1γ difficult.
Many children don'tlike Japanese.1 Ulink it so sad, Because,1 Wantto teach Japanese
f01' children.

③ I wi11 develop new energy.1t is ve1γ Useful and necessaly.1t is no producing green
house gases. And we wiⅡ Temoveing green h01.1Se gases,1 WiⅡ be tha'e. alank you,

<ワークシート④で使用した、閥途った文章>

① First,1 Want to be a doctor because doctor is to help many people. second,1 Want to do
many volunte改. volunteer do many alings. For example, catch waste and help old
People. SO, V011mte引'is help people and lhe earth.

② I would like to give money fot unisef. 1f money is nothing, poor people around the
World died.1think but, so l want give lne a little m01〕ey, Rich people S110uld 即Ve dlem
more nloney.

③ I want to develop someuling.1t make people are l〕appy because it isn't causing
greenhouse gases.1 have thought about it.1 donlt found 北. so lwantto bec01れe a
Scientist.
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上手も下乎も試ぢ鄭捌包の符案を活剛した1斜動的なライティング学習「女だちの斐現に学ぼう!~ライティング

2,授業の展開

ここでは、公開研究会用に作成した学習指導案を載せておく。第1~4回目とも、ほぼ同じ展開で

あるが、回を追って順次改善を加えた部分もある。(※資料・1、資料・2)

.^

-53-

^
ゞ X

.'渓題文卓①~③を全呉が侃拐111こ読み、よりよい表現
にtるための工夫を昔える。

<)洪き千が何を表現したいのかを苦える。
B)単→浴ビとのスペノレミスを訂'正司→る。

C)文1豆位の既習文法の闇迎いを訂諜する。
D)文章全体の"所艾σ畏開のさせ方)を適正化tる。

弐

4

主な学習内容と活動

U"、

゛

A'、 二

、ψ^

15

ノ'、

、JJ゛、,、,

.学習班にな0て、班ごとに扣.当課題に0いて士.記
(A)~(D)を哲える。

.(A)~(D)の役割分担を決めて、まずは斑内で相互

に発表。

.全付糾E表用のシートに赤ぺンで添削していく。

淨§

個人

鈍かな~」

・班ごとに教宗の前で発表。

~旅ぺンで添削した班のシートを災物投影機&天井ブ
ロジェクターで映Lながら発表。(AXBXCXD)

の順で人れ郡わり立ち魯わりスクリーンを指し咋で
指Lて仰'遵。

,1碍岡に限りがあるので、ボヲンティア斑を募"、同
じ課題の他の班には、反対意見や追加1意見のみ酉
0てもらう。

・発表班と密分のものと比較しながら他の人が工夫し
た太現から学ぶ。

、班での括動を経て、課題文迂全体を自分なりにりメ

イクしてみる。

*時闇があれぱ英'矯囿局住1生の、'いたものに触れる。

」ノ

一

・ 3クの課題文章をまずは全員力并"み、

仙人で(A)~(D)の全作業について考

える1]寺問を取る。

・ 3 課題一気に(A)を行い、炊に(B)、

余裕があれぱ(C)、(D)の順で行'う。

*授業の目的を伝えながら巡回。

訟号

熊1

指導上の工夫・紀惑

^^^^^^^^^^^^^^^^^.+'^^^^^^^^^^^^^

。y

・ 8班(4人)で2~3班ずつ同じ課題。

・発墜そは 2~3斑のうち 10の班。

・班内発表のイ揺削は、前に出て発表する

ときの役割と同じ。

3 内己評価(アンケート用紙)

3.授業づくりの工夫

以下は授業づくりにおける工夫と運用の実際である。

(1)生徒の答案を題材にする

①生徒の1瑚'、力η再いものを

教利.書中心、に進めてぃく通,常の授業でも、オーラル・イントロダクシヨンの内容から仙用する例文

*効果的な話し方、閥き方ができるよう

メξlf

*他の班の発表を聞いて参肴にし、自分

の取り組みに活かすよう促す。

字否拶1

個人

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^.与

協働

・机は元に戻さないまま。

*英語が苦予な生徒は、仙の人の麦現や

T_戈を丸々取り入れるだけでもよい。

*涌圃生の文章は、時問がなければあと

て航んでおく。

協働

*授業のねらいの再硫認を兼ねて。

佃人

燮
営

e

遜
'
綛
浜

＼
J

ノ
ノ

ん
竜
、
一
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シ
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に至るまで、題材選びに関しては中学生の関心がどこにあるのかを教肌は意識する英証は生徒が嫌

いになりゃすい教利プaナに余計に気を使うのだと思う。そんな中で、生徒が霄いた答案は、通常公開

されていないだけに、内容への関心、というよりは他人への関心という意味で関心は非常に高いと当え

た0 突際、第1回目の授業でも(同級生でなく卒業学年のものだったが)、例文染を配るなり食い入

るように見ていた。生徒は、完成度の高い英語の文章への1彬放や憧れがある一方で、不完全な芋新の

文章への共感があるのだろう 0

②雪K 力がそのままH,1る

試,験中の最後の5分ほどで必死に古いたものは、十分扣口敏する時制もなぐ辞脊や他人の力も催勺ら

れないので、刈'話コミュニケーションの際に口から出てくる英語のレベルに近いものだとぎえられ

る。その不完全さと取川乳むことは、肉分の不完全さのふり返りにもっながる。生徒の芋亨・表現力の

差を利用することで、ともに学ぴ合う姿勢も養いたかった。

③和文英訳との述い

に1由英作文は当き手によって内容が様々であるため、「この人は何を言いたいのか、どう表現した

かったのか」を推し量るという、コミュニケーションの第一段階を意識させるには適切である。

④その仙の配慮点

昔、路由ヲ町乍文の答案のうち大変よく1,"来たものを 20例ほどそのままコビーして配ってぃたが、

今1回は満点を取れていない不完金なものを利用するので、個人が特定されないようにタイビングし直

した0 直筆コピーの方が生徒のg川朱関心が増すことは問述いないが、字の毓みにくさもあるため、教

材として使うにはやや不適当かも知れない。また、教材として使用する前には、本人の了承を得た。
(3)協働学習での工夫

①役割分担と選択の矧由

授業は学W仔涯という4人グループで行い、結果を発表するという形をとるが、 3年生ともなると英

語は学力差の大きい教科・となっており、また各クラスとも英語圈帰国生が在籍してぃるため、グルー

プ学習では英語の得意な生徒が牽引してしまい、他の生徒は見てぃるだけになりがちである。かといっ

て、側゛獣不得意の祉類やレベルが伺じ者同士を組ませると、不得意グループは亙いに剌激を戸・けるこ

とが少なくなる。そこで、そういう耶二態を避けるために、全員でぢえるようにしながらも発表に当たっ

ては成員のそれぞれに役割を持たせることにした。旦体的には、「この轡き手は何を表現したかった

のかを考える(A)」「単語レベルのスペルミスを訂正する締)」「文単位の文法の誤りを訂正する(C)」

「文章全体の構成を考える(D)」という4つの役割を用意して4人で話し合って選ぱせた。 3人班の

場合はBC両方を担当させた。役割を持たせることがグループへの貢献を感じさせ、それが達成感へ

とつながると考えたからである。

この役割分担は、発表に至るまでの作業に必要な英語力の差を埋めるために考えたものであり、英

語'が苦手な生徒がAを選び、往サ1な生徒がDを選ぶだろうと予想したが、実際授業をやってみても、

苦手な生徒はAを選びたがり、得意な生徒は粘極的にあるいは皆に推される形でDを選んでぃた。予

想通りとはいえ、先生に割り振られた役割ではなく"1ヨ分で選んだ"役割なので、それなりのモチベー

シヨンは持てたようである。生徒にやる気を出させるには、絢分の意志による選択を少しでも入れ込

むことが大切だと考えた。

②授業の最初と最後には個人学習の時間をとる

グループでの学習は、協働することが重視されるために個人の学びが置き去りにされることがあ

る0 グループで何かを作る、グループで発表するなど、グループでの成果を目拶斗こする中で、例えぱ、
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肉分の役割だけしかやらない生徒がいたり、楽しそうに参加してはいるが他のメンバーに任せっぱな

しだ。たり、助けてもらってぱかりだったりという生徒がいる場合がある。本実践はあくまで英語の

授業であり人制1瑚係を学ぶことが目的ではないので、どの生徒もきちんと英誥に関して学ぶところが

ないといけない。そこで、前述の(A)~(D)全過程の作業を、グループに分かれる市Nこまずは時

倚制限付きで個人で取り組んでもらい(自分ができたところまででよい)、その後の、班内活動およ

び金体発表という協勧学習を経たあとも、最後に個人で課題文章金体をりメイクする時別を取った。

英語・が得意な生徒はオリジナリティにこだわりっつも他の生徒の工夫を上手く取り入れて書き、英

語が苦手な生徒は、他の人の推敲や工夫を丸々写すだけで自分のオリジナリティば活かせていない場

合が多いが、"学ぶことは真似ることから始まる"ことを考えるとそれでも搦オつないと考える。

③金体での発表と時間短縮

第 11可目と第2 同目の授業を経て時岡が足りないことが分かったので、第3 回目と第4回圃では課

題文章の数を4つから3つに減らした。また、 1つの課題文章にっき2~3班が担当しているが、発

表は金部の班が行うのではなく、やりたい班を優先にし、複数班の希望があれぱ(あるいは希望がな

い場合も)ジャンケンで決めた。同じ課題を担当する、発表しない班には、追加意見を吾0てもらう

等の形での参加とした。

(3)英語の儒造を客観的に見る~複文構造と後羅修飾~

由分の問述いには気づきにくいものだが、他の人が腎いたものは意夕Hこ客観的に見ることができ

る。教師にな0たっもりで添削をしていくことは、本人の既習文法の女Ⅲ識の振り返りにもなるし、自

分の沓K力を仰ばすことにもっながる。その意味でも他人の答案の添削は学習に有効である。

中でも特に注意を向けたか0たのは「複文構造」と「後糧修飾」である。サンプルにな0ている冏

違。た文章は単文の羅列が多いので、プラッシニアップするには接滞詣"で繋いで埀文や複文にするこ

とよいというアドバイスをした。また、削Π殴詞+宅.詞(句)、不定詞、分詞、関係代宅,詞などを使っ

た後置修飾は、後櫂修飾の無い[1オ薪獄:隈れている者にとウては理觧も表現も困難が伴うので、そこ

に注意を絢けるアドバイスもした。さすがに中3 ともなると、袋本語のような S OV構造で〒"いてし

まう生徒はほとんどいなくなるが(しかい1判."が卸ル疇却強中の自由ヲ駈乍文では、慌てふためいてしま

うのか、 3年生の答案で、けっこう見受けられることはある)、現行の学習指導要領で力点が樋かれ

てぃることからも分かるように、修飾,被修飾関係では日本語に引きずられ易いようである。

(4)相乎の意図を活かした表現を

古いたり発表したりする"準備して臨む"発信型の学習では、本人の動機や意欲や表現力が重視さ

れ、コミュニケーションのJ'本である「相手の言いたいことを裂豹¥する」という視,点が抜けがちであ

る。本突践では、自分が一方的に表現するのではなく、相手の意図を汲み取りながらよりょい表現に

するにはどうすれぱ'よいかをぢえさせることによ0て、上手な表現はモデルとし、下手な表牙U止自分

の振り返りに活かす、そういう"お互いさま"な姿勢が、相手も倉分も伸ぱしていけることにっなが

ることを意帯圭させたかった。

(5)「思考・判断・表現」の可視化

中学,斯吾という御M吸段階では、表現は英語でできるとしても、思考・判断といった招Wt的な部分を

を英語で行うことは難しいので、最終的な作"■二しての表現は英語で、それに至る思考や判断の過程

は日本語で行うことによって、生徒が取り組みやすくなる。そして、その過程を可祝化させることが

生徒のよりょい理解にっながる。可視化のためのツールは昨今苓沖なものが開発されているが、使用

プ"去力斗夏雑だと授業者にとってのハードルが.武がってしまうので、今翹の実践では、生徒個人の手元

試験剖題の芥案をi円削した恊働的なライティング学刊「友だちの女現に学ぽう!~ライティング上手も下乎も 鏡かな~」
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ワークシートの一部を拡大コピーした大きな腎き込みシートに、班ごとに赤ぺンで添削をし、さらに

プロジェクターでスクリーンに投影しながら発表する、という簡便な方法をとった。準備にかかる喪

用・手間・時冏に対して効果は高いのでおすすめである。

(6)英語圈帰国生の文章に触れる(※資料・4)

時問がなければ酉三布して読んでおいてもらうのでもよいので、せっかく英語圈掃国生と共に学べる

環境なので、補助教材として彼らの轡いた答案をタイプして与えた。帰国生はネイティブの表現力を

身にっけているので、採点をする教肺幽身が学ぶことも多い。また、保鬮生の霄いたものもそれぞれ

に個性があるため、全員で共有すれぱ、帰矧生同士の学び合いもできると同時に、一般生に対して彼

らのレベルの浩ル、力顎吾を 1つのモデルとして提示することもできるからである。

(フ)その他

発表内容において、周述った4酢織のまま発表していることがある場合には、その都度訂正した。ま

た、多くの生徒が知らない単需や表現を使う生徒がいた場合にも、その都度解説を施した。

研究発表会で公開したクラスだけだが、授業後に前述Ⅱ一1の目標に照らして生徒の自己評価を

行0た。アンケート集針1矯果は削、下の通りである。

1.書き手の表現したいことを推レ量0たり、良いと二ろを見つけたりできましたか。

圃とてもできた口2)麹わりとできた口8)園あまりできなかった(2)園ほとんどできなか。た(0)

2.古き手の表現はなるべくそのままにして、より伝わるように粁翫肢できましたか。

囲とてもできた ao)囲わりとできた(19)慶あまりできなかった(3)囲ほとんどできなかった(0)

*それができるために必要な力は何だと,思いま寸か。(※@は笊者による分掘D

◆文法や語粂の知識円)

・文法力・'}'奨力・按尉論司や副詞などの知識

◆肌解する力や統みとる力(9)

理停がJ ・何を辨きたいのかを分かる力・相手が言いたかった二とを統みとる

統解力・ちゃんと読む能力・重要な部分を航みとる能力・大ざ0ぱに訳せる力,ぢぇる力

◆想像寸る力(8)

・想像力・扣手の意見をN垂寸る・祠じレベルに立っ・書き手に寄り添う.感受性

◆表現寸る力(3)

'様々な表貌を学ぶこと・表現の仕方を身につけること・言いたいことをまとめる力

◆その他(3)

・英語力・人脚力・創造力

3'書き手の表現したいことを活かしつっ、自分なりに工夫した表現を捉案できましたか。

園とてもできた03)圃わりとできた(14)幽あまりできなかった(4)困ほとんどできなかった(0)

*それができるために必要な力は何だと思、いま寸か。

'語粲力(峠L活や讐輸浴の力)(10)・文法力(フ)・想像力(4)・表呪力(2).発想力(2)

.知靴(2)・日本語の応用力・文章力・構万戈力〒託解力・大ざ0ぱな統み

・向分の意兒を持つこと・冴える力・英語力・以心寸昂D

Ⅳ評価と課題
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4 このような授業は、次に「白山英作文」を井くときに役に立0と思いま司、小。(※<>は推者による分到D

圃とても役に立つ(25)

<自分の磯述いに気づく>

客観的に見っめることで臼分の虫由英作文と靈なり、制述えやすいポイントに気づけるから。

、闇述えやすぃところがわかるから。・多く起こしてしまうミスを知ることができたから。

.同じミスをしなくなるから。・漉寸ことで自分がどうい列弧にi詐けぱいいかわかるようになるから。

.どのような文法ミスを司・るか分かった。・文の悪いところが分かるようになるから。

.1田逮0ている英作文をあまり見ることがないから。

<文法、制ル戈、文の0ながりを学べる>

.文をっなげる工夫が学べる。・文法、文の0ながりについて学べるから。

・正Lい文のψ'賀や良い表現ができる。・文の"即戈の仕方が分かるから。

、人の作遍,の添削をすることで白分の文法力の1隔を庄aナられるから。・活用できる文法などの発見。

、人の"珊,を評価tることで文法の力がつく。

<単.1吾 qA'搭を学べる>

.わたしの知らない"1語の使い方を学ぶことができたから。

、言い回しやイディオムを知ることができる。

<表現、昔え方を学べる>

,御_モ内の)他の人と会話をしてどういう言架を使うべきか分かる。

自分が忠いっかなか0たような釜リ兄が学べたから。・いろノνな祉び見を知ることができたから。

.人の愆見を見るこどができたから。・芳える力が身にっくから。

.いろノνな人の意見や苦え方を由分のものにできるから。

<昂国生から学べる>

婦国生の麦呪がためにな0た。.掃国生のことぱやぢえをもとに文を変えたから。 .

翻わりと役に立つ(6)

.これらを例にして、つと良い作文をi咋けるから。・発表の特によい表現を学べるから。

他人のミスや分かりにくぃ文迂の拙造を学リVで次に活かせるから。・大学のレポートで使いそう。

一婦圃生に教えてもらい野Uこ残るから。・いろいろ知ることができたから。

隠あまり役に立たない(1)焦0たら変なことをi詐きそうだから。

圏緑とノνど役に立たない(0)

航験岡翅の芥案を活川Lた協働的なライティング学習「友だちの支現に学ほう 1 ~ライティング上手も下乎も銚かな~」
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1番の結果からは、生徒のほとんどが、課題文章の誓き手が表現したいことを推量したり良さを見

つけたりなどの鞁極的な態}変で授業に愉んだことがわか0た。

2番の結果からは、相乎の意図を汲みながら推敲するときには、語奨力や文法の力、理解する力や

読みとる力、想像する力の3つが同等に多いので、都僧'攻に際しては自分の持っ詔粂力や文法力もさる

ことながら、相手への歩み寄りが必要だと感じた生徒が多いことがわか0た。

3番の結果からは、相手のIU見を活かしっつも肉分が烹謬見を加えるときには、1諏桑力と文湛プJが必

要だと感じている生徒が多いことがわかった。

4番の結果からは、約8割の生徒が「とても役に立っ」、約2割の生徒が「わりと役に立っ」と感じ、

その理由も様々であることがわかった。特に「とても役に立っ1 と答えた生徒では、「自分の岡述い

に気づく」あるいは「文法、剤り女、文のっな力斗)にっいて学べる」と答えた生徒が多かった0

以上のアンケー M瑞釆から、本実践の副恕である「友だちの表現に学ぼう!~ライティング上乎も

下手も銚かな~」だが、締述0た課題文章には白分が沓K 文章を照らし合わせ、発表を通じて他の人
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の推敲傍と自分の推敲例を比較し、英語の得意な生徒や帰鬨生の意見からは自分に無いものを学び、

またそオ1をモデルとし、という風に、 Every man's neighbour is his looking..glass,(隣人は鏡である)

という諺を体現できた実践ができたと考える。

今後の課題としては、過去の答案や同じ学年の生徒の答案を活用して、 1年生は 1年生なりに、 2

年生は2年生なりに工夫した実践を行うことを考えている。そして、年に 1~2回こうぃう授業を行

うことで、相互に学び合うことの大切さを§己憶にとどめて、高校という次のステップへ進んでほしい

と考えている。

<参考文献>

「中学校学習指導要領外倒語編」(文部科学省)2008

畔"しい時代の英需科・教育の基礎と実践」JACET教育問題羽仔t会(三修社) 2012

陪斤しい英語甲1・授業の実践」石田雅近、小泉仁、古家貴雄著(金星堂) 2013
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★第 1~3回目の授業の題材にした自由英作文より。小学校時の掃圃生も含めて、
英語圈海外在住経験者の答案を鞁せた。配衣時には名前も公潤。

<英語圈海外在住経験者の文章>

①When l grow up,1 Would like to help the world by making a
medidne that would cure bad iⅡness. For example 廿 l made a
medicine that cures cancer without any side effects, many people wi11
be saved holn sU貿ering to death"

② When l grow up,1 Would like to walk a lot. 1t is because if l walk

instead of using a car l can meet solneone who is sad and lnaybe l can
malくthem happy by talking with them.

③ I vvant to be a sin宮er in the future. 1f l became popular,1 Want to
make everyone who heard my song happy. And jf everyone became
happy, the vvorld would be also happy. so l practice sin即ng every
day.

④ I want to help people in need. My mother is a So mynurse.

mother and her friends often visjt houses with pople in need. A few

Weeks ago, she visited an ALs patient named Hiro.1 admire her woTk.

SO,1 Want to help people in need.

⑤I want to work in a company that uses English as their 負rst
Ianguage. By doing so,1 Want to cooperate with people from aⅡ Over
the world and help others by studying English very hard. 1 haven't
decided the kind of company l'd like to work in, but l am deteTmined
to work for people internationa11y,
⑥ When l grow up,1 Want to keep a lot of dogs. 1 0nce heard that
there are too many abandoned dogs, so they need to ki11 Some of them.
There are so many i訂nocent lives gone. By keeping them,1ess dogs

Would be ki11ed

⑦ Vvhen l am older,1Vvould like to volunteer and help out for the less
fortunate.1、vant t0 宕o to developing countries and comfort people,
entertain people and provide for them as much as possible.1 Want
them to have the life that l had" volunteering is one thing but
adopung a child would be another thing l would like to do. 1 Want to
help outin this world and bring joy to as many people as l can.

2014,1031

⑧ Iwant to te11jmportance of telnples and shrines in my town. 1n my
town, there are lna口γ interesung temples and shrines. But some

People are throwing garbage there. 1think jt is not good. so l want
to te11them how ilnportantthe temples and shrines are.
⑨ I want to work abroad and work for the 、vorld when l grow up. 1
ⅡVed jn canada when l was smaⅡ, so l made many friends there and
became interested in foreign countries.

⑩ I want to help many people using lny lnglish skiⅡS. 1 have nlany

friends a110ver the world and 11ike communkating with many people.
So l wantto study more languages and be able to translate,

@ 1 Want to save our environment Saving environlnent is important
for our lives. our enviTonlnent is becoming worse because we
Produce a lot of c02. so l wantto remove c02.

⑫ ln the future,1 Want to lna1くe the world equal. There are many
Countries in Africa that are poor.1think that is very sad. on the other
hand, there are countries that are extremely rich like the united states,
I want to make the poor Ahicen countries as rich as the un貢ed states.

⑬ Wh雛 Can l do for the people and the world? vvhen lthink of th雛,
right now l'm only 15 years old, so maybe l can't co that much for the

People or the world. But, in the future l would like to learn moTe

Ianguages and help people by connecting people a110ver the world and
Solve the problems that exist between countries.

⑭ I went to make the people around me happy. 110ve to Say crazy

things and make my friends and family laugh, 1'Ⅱ Concentrate on my
Work and make my company's boss happy in the future. Maybe, this
Wont change the sodety. But if l can decrease pupils' stress,1think
that is what l am living for.

@1n the future,1 Want to be a d印10mat and try to fix Japan'$
relauonships between the Asian countries, because 11ike learning
about foreign languages and C111tures. so l wi11take advantage of this
by becoming a diplolnatto make Asia a peaceful place.
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